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  =
 1
5
)



M
rk421へ

の
応
用

n
R

fo  =0.7, T
chr =40 ks　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⇒
 D

 0  =1x10
13 cm

　
　
　

s
G

  =0.015,  G =15 (assum
ed)

n
ラ
イ
ト
カ
ー
ブ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
依
存
性
の
再
現

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

観
測

EU
V
E

1
keV
6
.3
keV

1
5
keV

s
G /G

avrg
10

10010.1 10
Rfo

-4
10

10
10

-3
-2

-1

s
G  - R

fo (sim
ulated)

R
fo =
0
.7

(s
G

  /
G

 =0.001)



時
間
変
動
の
議
論
の
ま
と
め

n
T

chr =T
flare は

ジ
オ
メ
ト
リ
に
支
配
さ
れ
る
変
動
時
間

n
時
間
変
動
の
性

を
再
現

n
内

衝
撃
波
：
 s

G
 が
小
さ
い
と
い
う
制
限
の
み
で
、
変
動
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

ジ
ェ
ッ
ト
の
根
元
~
放
射
ま
で
、
極
め
て
自
然
に
再
現
で
き
る
。

n
ジ
ェ
ッ
ト
内
の
活
動
性
を
反
映
す
る
の
物
理
量
の
見
積
も
り
（
M
rk4
2
1
の
場
合
）

n
シ
ェ
ル
の
大
き
さ
：
~

10
13 cm

n
噴
出
頻
度
：
~
5
分
に
1
度

n
衝
突
位
置
：
中
心
核
か
ら
~

10
17cm

n
効
率n

s
G

 が
小
さ
い
 →
 D

G,u
s が
小
さ
い

n
観
測
を
再
現
す
る
た
め
に
は
加
速
に
使
わ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
シ
ェ
ル
の
持
つ

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
0
.0
1
%
以
下
に
な
る
(§
7
.4
.3
)

n
外

衝
撃
波
も
可
能
で
あ
る
が
、
衝
突
位
置
の
特
定
、
な
ど
の
細
か
い
工
夫
が
必

要
。
 (§
7
.6
)



結
論

観
測

l 過
去
に
な
い
期
連
続
観
測
を
初
め
て
行
っ
た

l T
eV
ブ
レ
ー
ザ
ー
に
共
通
す
る
時
間
変
動
の
性

を
示
し
た

l ラ
イ
ト
カ
ー
ブ
：

T
cycle  ~

T
flare  、

T
chr  の

存
在
(SF)

l ス
ペ
ク
ト
ル
：
フ
レ
ア
時
は
加
速
限
界
が
い

時
間
変
動
の

析
か
ら

l T
chr  ＝

 T
flare  ; T

flare  は
ジ
オ
メ
ト
リ
に
支
配
さ
れ
る
変
動
時
間

l フ
レ
ア
は
子
分
布
の
継
続
的
な
変
化
で
な
く
、
新
し
い
成
分
の
増
光
・
減
光

時
間
変
動
の
性

を
再
現
（
変
動
を
初
め
て
フ
レ
ア
の
シ
リ
ー
ズ
を
し
て
と
ら
え
る
）

l 中
心
分
か
ら
ジ
ェ
ッ
ト
が
間
欠
的
に
吹
き
出
さ
れ
、
シ
ェ
ル
が
衝
突
し
て
フ
レ
ア
が

で
き
る
。
そ
の
吹
き
出
し
速
度
の
ゆ
ら
ぎ
が
小
さ
い
と
い
う
条
件
で
、
変
動
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
ジ
ェ
ッ
ト
の
根
元
~
放
射
ま
で
、
極
め
て
自
然
に
再
現
で
き
る
。


